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Abstract 交詢社は「互二知識ヲ交換シ世務ヲ諮詢スル」ことを目的として、

一八八○ (明治一三)年一月二五日に結成された日本初の社交クラブで
ある。しかし、折しも自由民権運動の高揚期であり、結成直後に『
朝野新聞』が「府下にて政談を為す嚶鳴社交詢社…」(二月七日付雑
報)と報じたように、当初から自由民権運動の一翼を担うとの世評が
あった。実際、三田演説会などを生んだ福沢諭吉が最高位の役員た
る常議員議長に就いて陣頭指揮し、常議員にも藤田茂吉・矢野文雄
・箕浦勝人ら民権家として鐸々たる門下生たちが並ぶ姿は、福沢的
民権諭を実践する運動体とみなされてもいたしかたがない側面があ
った。福沢は、結成間もない二月九日の芝青松寺の小会で、政談が
盛んなこの時期ゆえ交詢社を「政談会社ト思フモノモアラン」とか
、= 種ノ政党ト誤認スルモ計リ難シ」と危惧する演説を行い(『交詢
雑誌』第四号、八○年三月五日付、「小会記事」)、その後八二年四
月二二日の明治会堂での第三回交詢大会でも「政党ハ政党ナリ交詢
社ハ交詢社ナリ」とその違いを強調する演説を行って、世評を強く
否定している(『交詢雑誌』第八二号、八二年五月五日付、「福沢諭
吉君演説ノ記」)。ただし、そうはいっても、福沢も「筍モ社員タル
人物ニシテ政治ノ思想ナキモノアランヤ」として、社外での「時ト
処ト法トヲ誤ルナキ」関与は当然のこととして奨励した(『交詢雑誌
』第三七号、八一年二月五日付、紀年会「演説」)。事実、交詢社副
規則は、毎年の大会、年四回の小会において「政事二関スル問題ヲ
議決スルコトヲ得ズ」と公的な会合での政談を禁じる(第二章第一九
款) 一方で、交詢社社則は、「重要ノ時事二付疑問アル社員」による
「演説討論」の催しを常議員長の許可によって認める(第五条第八節)
こと、すなわち政治的な「演説討論ノ私会」(第五条第九節)の開催を
許したのである。さらに「知識ヲ交換シ世務ヲ諮詢スル」回路とし
て機関誌『交詢雑誌』を発刊し、「各社員本誌発出ノ旨趣ヲ了シ文



学、法律、政治、経済、商買、工芸、農業、其他何事二限ラス其聞
見スル所其講明スル所ヲ記シテ本局二送」るよう、政治も含めての
情報や質問を全国の社員たちに促し(『交詢雑誌』第一号、八○ 年二
月五日付、「緒言」)、また同誌に政論を掲げた。このように、交詢
社はもちろん公然たる政治結社ではなかったが、社公認の私的会合
で政談を許し、全国の政治的情報等は求め、発信する、いわば政治
を内包する社交クラブ、というべきものであった。この複雑な構造
が、結成当時から交詢社と自由民権運動の関係を分かりにくくさせ
てきた原因であったといえよう。さて、交詢社と民権運動の関係に
ついて言及した研究は「私擬憲法案」を扱ったものを中心に決して
少なくないが、まとまった研究としては、発展する愛国社路線に「
悼さすため」に創立され、その方向で全国的組織活動を進めたとす
る後藤靖氏の研究や民権期「交詢社員名簿」の作成があるにすぎな
い。また、交詢社編集・発行の『交詢社百年史』(一九八三年) は数
少ない史料を駆使した労作ではあるが、通史である限界から民権運
動に関する掘り下げは十分ではない。このように、交詢社と自由民
権運動の関係についての研究はきわめて乏しいといわざるをえない
。そこで本稿は、交詢社と民権運動の関係についての多くの明らか
にすべき課題から、今後の研究の基礎となる問題をいくつか選択し
、それらを努めて実証的に検討することを目的とする。史料として
は『交詢雑誌』を中心に、時期と地域は結成された一八八○ 年から
八二年にかけての草創期の東京での活動に絞り、当該テーマに迫ろ
うというものである。
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Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara

_id=AN10005325-20050000-0103

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会また
は出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守し
てご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to
the respective authors, academic societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese
Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


交
詢
社
と
自
由
民
権
運
動

基
礎
研
究
の
視
点
か
ら

福

井

 

 
淳

は
じ
め
に

 
交
詢
社
は

「
互
二
知
識
ヲ
交
換
シ
世
務
ヲ
諮
詢
ス
ル
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

一
八
八
○

(明
治
一
三

)
年

一
月
二
五
日
に
結

成
さ
れ
た
日
本
初
の
社
交
ク
ラ
ブ
で
あ
る
。

 
し
か
し
、
折
し
も
自
由
民
権
運
動
の
高
揚
期
で
あ
り
、
結
成
直
後
に

『朝
野
新
聞
』
が

「府
下
に
て
政
談
を
為
す
嚶
鳴
社
交
詢

社
…
」

(二
月
七
日
付
雑
報
)
と
報
じ
た
よ
う
に
、
当
初
か
ら
自
由
民
権
運
動

の

一
翼
を
担
う
と
の
世
評
が
あ

っ
た
。
実
際
、
三

田
演
説
会
な
ど
を
生
ん
だ
福
沢
諭
吉
が
最
高
位
の
役
員
た
る
常
議
員
議
長
に
就

い
て
陣
頭
指
揮
し
、
常
議
員
に
も
藤
田
茂
吉

・
矢

野
文
雄

・
箕
浦
勝
人
ら
民
権
家
と
し
て
鐸
々
た
る
門
下
生
た
ち
が
並
ぶ
姿
は
、
福
沢
的
民
権
諭
を
実
践
す
る
運
動
体
と
み
な
さ
れ

て
も
い
た
し
か
た
が
な
い
側
面
が
あ

っ
た
。
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福
沢
は
、
結
成
間
も
な

い
二
月
九
日
の
芝
青
松
寺
の
小
会
で
、
政
談
が
盛
ん
な
こ
の
時
期
ゆ
え
交
詢
社
を

「政
談
会
社
ト
思

フ

モ
ノ
モ
ア
ラ
ン
」
と
か
、
=

種

ノ
政
党
ト
誤
認
ス
ル
モ
計
リ
難
シ
」
と
危
惧
す
る
演
説
を
行

い

(『交
詢
雑
誌
』
第
四
号
、
八
○

年
三
月
五
日
付
、
「小
会
記
事
」
)、
そ
の
後
八
二
年
四
月
二
二
日
の
明
治
会
堂
で
の
第
三
回
交
詢
大
会
で
も

「政
党

ハ
政
党
ナ
リ

交
詢
社

ハ
交
詢
社
ナ
リ
」
と
そ
の
違

い
を
強
調
す
る
演
説
を
行

っ
て
、
世
評
を
強
く
否
定
し
て
い
る

(『交
詢
雑
誌
』
第
八
二
号
、

八
二
年
五
月
五
日
付
、
「福
沢
諭
吉
君
演
説
ノ
記
」
)
。

 
た
だ
し
、
そ
う
は
い
っ
て
も
、
福
沢
も

「筍
モ
社
員
タ
ル
人
物
ニ
シ
テ
政
治
ノ
思
想
ナ
キ
モ
ノ
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
し
て
、
社
外
で

の

「時
ト
処
ト
法
ト
ヲ
誤
ル
ナ
キ
」
関
与
は
当
然
の
こ
と
と
し
て
奨
励
し
た

(『交
詢
雑
誌
』
第
三
七
号
、
八

一
年

二
月
五
日
付
、

紀
年
会

「演
説
」)
。
事
実
、
交
詢
社
副
規
則
は
、
毎
年
の
大
会
、
年
四
回
の
小
会
に
お
い
て

「政
事

二
関
ス
ル
問
題
ヲ
議
決
ス
ル

コ
ト
ヲ
得
ズ
」
と
公
的
な
会
合
で
の
政
談
を
禁
じ
る

(第
二
章
第

一
九
款
)

一
方
で
、
交
詢
社
社
則
は
、
「重
要

ノ
時
事

二
付
疑

問
ア
ル
社
員
」
に
よ
る

「演
説
討
論
」
の
催
し
を
常
議
員
長
の
許
可
に
よ
っ
て
認
め
る

(第
五
条
第
八
節
)
こ
と
、
す
な
わ
ち
政

治
的
な

「演
説
討
論
ノ
私
会
」
(第
五
条
第
九
節
)
の
開
催
を
許
し
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に

「知
識
ヲ
交
換
シ
世
務

ヲ
諮
詢
ス
ル
」

回
路
と
し
て
機
関
誌

『交
詢
雑
誌
』
を
発
刊
し
、
「各
社
員
本
誌
発
出
ノ
旨
趣
ヲ
了
シ
文
学
、
法
律
、
政
治
、
経
済
、
商
買
、
工

芸
、
農
業
、
其
他
何
事

二
限
ラ
ス
其
聞
見
ス
ル
所
其
講
明
ス
ル
所

ヲ
記
シ
テ
本
局

二
送
」
る
よ
う
、
政
治
も
含
め
て
の
情
報
や
質

問
を
全
国
の
社
員
た
ち
に
促
し

(『交
詢
雑
誌
』
第

一
号
、
八
○
年
二
月
五
日
付
、
「緒
言
」
)
、
ま
た
同
誌
に
政
論
を
掲
げ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
、
交
詢
社
は
も
ち
ろ
ん
公
然
た
る
政
治
結
社
で
は
な
か
っ
た
が
、
社
公
認
の
私
的
会
合
で
政
談
を
許
し
、
全
国
の

政
治
的
情
報
等
は
求
め
、
発
信
す
る
、

い
わ
ば
政
治
を
内
包
す
る
社
交
ク
ラ
ブ
、
と

い
う
べ
き
も

の
で
あ

っ
た
。
こ
の
複
雑
な
構

造
が
、
結
成
当
時
か
ら
交
詢
社
と
自
由
民
権
運
動
の
関
係
を
分
か
り
に
く
く
さ
せ
て
き
た
原
因
で
あ

っ
た
と
い
え

よ
う
。

 
さ
て
、
交
詢
社
と
民
権
運
動
の
関
係
に
つ
い
て
言
及
し
た
研
究
は

「私
擬
憲
法
案
」
を
扱

っ
た
も

の
を
中
心
に
決
し
て
少
な
く
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な
い
が
、
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
し
て
は
、
発
展
す
る
愛
国
社
路
線
に

「悼
さ
す
た
め
」
に
創
立
さ
れ
、
そ
の
方
向

で
全
国
的
組
織

活
動
を
進
め
た
と
す
る
後
藤
靖
氏
の
研
究
や
民
権
期

「交
詢
社
員
名
簿
」
の
作
成
が
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。
ま
た
、
交
詢
社
編
集

・

発
行

の

『交
詢
社
百
年
史
』

(
一
九
八
三
年
)
は
数
少
な
い
史
料
を
駆
使
し
た
労
作
で
は
あ
る
が
、
通
史
で
あ
る
限
界
か
ら
民
権

運
動
に
関
す
る
掘
り
下
げ
は
十
分
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
交
詢
社
と
自
由
民
権
運
動
の
関
係
に

つ
い
て
の
研
究
は
き
わ
め
て

乏
し
い
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

 
そ
こ
で
本
稿
は
、
交
詢
社
と
民
権
運
動
の
関
係
に

つ
い
て
の
多
く
の
明
ら
か
に
す
べ
き
課
題
か
ら
、
今
後
の
研
究
の
基
礎
と
な

る
問
題
を
い
く

つ
か
選
択
し
、
そ
れ
ら
を
努
め
て
実
証
的
に
検
討
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
史
料
と
し
て
は

『交
詢
雑
誌
』
を

中
心
に
、
時
期
と
地
域
は
結
成
さ
れ
た

一
八
八
○
年
か
ら
八
二
年
に
か
け
て
の
草
創
期
の
東
京
で
の
活
動
に
絞
り
、
当
該
テ
ー
マ

に
迫
ろ
う
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

一 

交
詢
社
員
と
都
市
民
権
結
社

交詢社と自由民権運動

 
交
詢
社
が
誕
生
し
た
首
都
東
京
の
都
市
部
に
は
、

一
八
八
四

(明
治

一
七
)
年
ま
で
に
約

一
五
〇
の
民
権
結
社

が
誕
生
し
て
お

り
、
全
国
で
も
高
知
県
と
と
も
に
民
権
結
社
運
動
の
メ
ッ
カ
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
な
か
で
も
、
慶
應
義
塾
系

(三
田
派
)
と

沼
間
守

一
・
島
田
三
郎
ら
の
嘆
鳴
社
系
の
知
識
人
を
中
心
と
し
た
結
社
群
が
大
き
く
展
開
し
、
そ
れ
に
小
野
梓

・
岩
崎
小
二
郎
ら

の
共
存
同
衆
、
馬
場
辰
猪

・
末
広
重
恭
ら
の
国
友
会
と

い
っ
た
結
社
が
加
わ

っ
て
運
動
を
主
導
し
て
い
た
。

 
こ
う
し
た
民
権
運
動
の
只
中
に
生
ま
れ
た
交
詢
社
に
は
、
当
然
多
く
の
民
権
結
社
員
が
入
社
し
、
ま
た
逆
に
交
詢
社
員
と
な

っ

た
者
が
民
権
結
社
に
加
わ

っ
て
い
っ
た
。
こ
の
東
京
の
主
要
民
権
結
社
と
交
詢
社
員
の
関
係
を
示
し
た
も
の
が
表

一
で
あ
る
。
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表

一 

東
京

の
主
要
民
権
結
社
の
初
期
交
詢
社
員

(
一
八
八
○
年

～
八
二
年

)

氏
 名

交
 詢

 社

慶
應
義塾

系
結
社

嘆鳴

社

共
 存同 衆

国
友
会

職
 
業

入
社

退
社

役
員

三
田演説会

三
田政談会

明
治
政
談演説会

経
世
社

山豆

好同

盟

東洋議政

会

福
沢
諭
吉

八
○
年

常
議
員
長八○年～

○

客
員

小
幡
篤
次
郎

八
○
年

常
議
員
兼幹事八○年～

○

交
詢
社幹

事

犬
養
 毅

八
○
年

常
議
員八二年

～

○

○

○

.○

○

報
知
社
員

藤
田
茂
吉

八
○
年

常
議
員八○年

～

○

○

○

○

○

報
知
社主

幹

波
多
野
承
五
郎

八
○
年

常
議
員八一年

～

○

○

○

時事

新報

社
員

森
下
岩
楠

八
○
年

常
議
員八一年

～

○

○

○

時事

新報

社
員

箕
浦
勝
人

八
○
年

常議

員八○年

～八一年、八二年～

○

○

○

津
田
純一

八
○
年

常議

員八一年
～

○

○

法律

学
士

矢
野
文
雄

八
○
年

常議

員八○年
～

○

○

報
知新

聞
社
主

阿
部
泰
蔵

八
○
年

常
議
員八○年

～

○

明
治生

命
頭
取

中
上
川
彦
次
郎

八
○
年

常
議
員八○年

～

○

時事

新報

社
主
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馬場

辰猪

八
○
年

常議

員八○年
～

○

○

○

法
律
学
士

岩崎

小
二
郎

八
○
年

八
一

年

常議

員八○年
～八一年

○

大
蔵
書
記
官

江
木
高
遠

八
○
年

八
○
年

常議

員八○年

外
員

○

外
務書

記
官

小
野
 
梓

八
○
年

常議

員八○年
～

○

会
計検

査
院
検
査
宮

菊
池
大
麓

八
○
年

常議

員八○年
～

○

大
学
理
学
部
教
授

門
野
幾
之
進

八
○
年

○

○

○

○

慶
應
義
塾
教
員

北
川
礼
弼

八
一

年

○

○

○

英学

者

鎌
田
栄
吉

八
○
年

○

○

○

○

慶
應義

塾
教
員

本多

孫
四
郎

八
○
年

○

○

○

○

政
談社

員

岡
崎
亀
雄

八
○
年

○

○

○

時事

新報

社
員

林
 欽

亮

八
○
年

八
一

年

○

○

○

政
談社

員

南
摩
昇
次
郎

八
二
年

○

○

枝
元
長
辰

八
O
年

○

○

○

○

牛
場
卓
蔵

八
○
年

○

○

奥
平
昌
適

八
○
年

八
一

年

○

○

○

華
族

久
代
孝
次
郎

八
二
年

○

○

○

英
学
者

高
島
小
金
治

八
○
年

○

○

○

慶應

義塾

教
員

矢
田
 績

八
一

年

○

○

○

慶
應
義塾

教
員

渡
部
久
馬
八

八
○
年

○

○

○

英
学
者

雨
山
達
也

八
○
年

○

○

○

○

慶
應
義塾

教
員

村
田
 豊

八
○
年

○

○

英
学
者

平
賀
 敏

八
一

年

○

○

英
学
者

浜
野
定
四
郎

八
○
年

○

客員

慶應

義塾

校
長

坂
井
次
永

一

八
○
年一

○

一

■

○

一

一

太
政
官
御
用掛

一
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氏
 名

交
 詢

 
社

慶
應義

塾
系
結
社

哩鳴

社

共
 存同 衆

国
友
会

職
 
業

入
社

退
祉

役
員

三
田演説会

三
田政談会

明治

政
談演説会

経
世
社

豊
好
同
盟

東
洋議政会

矢
野
可宗

八
二
年

○

○

○

奥
田
直
之
助

八
○
年

○

○

英
学
者

尾
崎行

雄

八
○
年

○

○

○

報
知
社
員

草間

時福

八
○
年

○

○

竹
村良

貞

八
二
年

○

○

○

英
学
者

片
山
哲
二
郎

八
○
年

八
一

年

○

英
学
者

西
河通

徹

八
○
年

○

自
由
新
聞
社
員

永
田
]

二

八
○
年

○

○

江
口
高達

八
○
年

○

原
 猪

作

八
○
年

○

○

○

 

 

 

 

 

 

 
ー英学者       1

猪
飼
麻次

郎

八
○
年

○

○

三
菱
会
社
役
員

須
田
辰次

郎

八
○
年

○

時
事
新
報
社
員

岡本

貞焦

八
○
年

○

交
詢
社
役
員

江
口
高
邦

八
○
年

○

江
口
高寛

八
○
年

○

英
学
者

村
上
 定

八
○
年

○

山
田
要
三

八
一

年

○

慶
應
義
塾
・

英
学
者

山
崎程

音

八
一

年

○

○

慶
應
義
塾
教
員

波多

野一

八
○
年

○

溝部

惟
幾

八
○
年

○

大
江孝

之

八
O
年

○

加藤

政
之
助

八
○
年

○

本
山彦

一

八
○
年

○

桐
原捨

三

八
一

年

○

松
岡直

忠

八
○
年

○

益
田克

徳

八
○
年

八
一

年

○

東
京
海
上
支
配
人

関
 新

吾

八
一

年

八
一

年

○

元
老
院
御
用
掛
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永
井
久
一

郎

八
○
年

八
二
年

○

内
務
省
御
用
掛

田
中
正
造

八
○
年

○

栃木

県
議

近
藤
巨
摩

八
○
年

○

千葉

県官

浅
井
 洌

八
○
年

○

長野

県教

員

金
子
堅
太
郎

八
○
年

八
一

年

○

○

元老

院
書記

官

岩崎

弥
之
助

八
○
年

○

三
菱会

社副

社
長

児
玉
淳}

郎

八
○
年

八
]

年

○

法律

学士

長
岡
護美

八
○
年

○

子安

 
峻

八
○
年

八
二
年

○

読売

新聞

社
長

高橋

一

勝

八
○
年

○

法学

士

増島

六】

郎

八
○
年

○

山
下雄

太
郎

八
○
年

○

戸波

親
信

八
二
年

○

三
菱
社
員

赤
羽
四
郎

八
○
年

八
一

年

○

外
務
省書

記生

土
居
光
華

八
○
年

客
員

著
訳
者

注

後
藤
靖

「
自
由
民
権
期

の
交
詢
社
名
簿
」
を

、
福
井
淳

「哩
鳴
社

の
構
造
的
研
究
」

(
『歴
史
評
論
』

四
〇
五
、

一
九

八
四

・
一
)
、
『
小
野
梓
全
集
』
五

(早
稲
田
大
学
出
版
部
、

一
九
八

二
)
、
中
嶋
久
人

「
都
市
民
権
派
結
社
国
友
会

の
活
動

・
構
成
」

(
『民
衆
史
研
究
』

三

一
、

一
九

八
六

・
一
こ

、
『
三
田
演

説
会
資

料
 
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ

ン
タ
ー
資
料
ω
』

(慶
應

義
塾
福
沢
研
究
セ

ン
タ
ー
、

一
九
九

一
)
、
松
崎
欣

一

『
三
田
演
説
会
と
慶
應
義
塾
系
演
説
会
』

(慶
應
義
塾
大

学
出
版
会
、

一
九
九
八
)
と
対
照
。

交詢社と自由民権運動

 
慶
應
義
塾
系
は
、
結
成
順
に
三
田
演
説
会

・
三
田
政
談
会

・
明
治
政
談
演
説
会

・
経
世
社

・
量
好
同
盟
、
そ
し
て
立
憲
改
進
党

結
成
を
に
ら
ん
で
結
成
さ
れ
た
東
洋
議
政
会
ま
で
六
結
社
、
そ
れ
に
哩
鳴
社

・
共
存
同
衆

・
国
友
会
と
い
っ
た
有
力
結
社
を
加
え

た
計
九
結
社
を
こ
こ
で
は
対
象
と
し
た
い
。

 
第

一
に
参
加
人
数
で
あ
る
。
八
○
年
か
ら
八
二
年
ま
で
に
こ
の
九
社
に
七
六
人
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
結
社
別

の

参
加
人
数
は
、
慶
應
義
塾
系
結
社
で
は
三
田
演
説
会
が
三
七
人

(含
外
員
)
、
三
田
政
談
会
が

一
五
人
、
明
治
政
談
演
説
会
が
二

七
人
、
経
世
社
が

=
二
人

(含
客
員
)、
量
好
同
盟
が
九
人
、
東
洋
議
政
会
が

一
四
人
と
な
り
、
合
計
で
延
べ

=

五
人
の
多
数
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に
上
る
。
や
は
り
規
模
も
大
き
く
歴
史
の
吉

い
三
田
演
説
会
が
圧
倒
的
に
多
く
、
全
体
の
三

一
パ
ー
セ
ン
ト
を
占

め
る
。
ま
た
嘆

鳴
社
が
八
人
、
共
存
同
衆
が

一
七
人
、
国
友
会
が
七
人

(含
客
員
)
で
あ
る
。
九
社
の
総
計
は
延
べ

一
四
七
人
と
な
る
。
総
計

の

う
ち
の
慶
應
義
塾
系
結
社
は
実
に
約
七
八
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
た
。
ま
た
全
社
中
で
も
三
田
演
説
会
が
最
も
多
く
、
約
二
五
パ
ー

セ
ン
ト
を
占
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
交
詢
社
中
の
民
権
結
社
参
加
者
は
、
人
数
的
に
は
三
田
演
説
会
を
中
心
と
し
た
慶
應
義
塾
系

結
社
が
圧
倒
的
で
、
そ
の
他
嘆
鳴
社

・
共
存
同
衆

・
国
友
会
に
も

一
定
の
参
加
者
が
み
ら
れ
た
、
と
い
え
よ
う
。

 
第
二
に
参
加
者
の
各
結
社
で
の
地
位
で
あ
る
。
交
詢
社
員
は
三
田
演
説
会
を
始
め
と
す
る
慶
應
義
塾
系
結
社

の
幹
部
級
で
あ

っ

た
人
物
が
多
く
、
常
議
員
長
福
沢
諭
吉

・
幹
事
小
幡
篤
次
郎
を
始
め
、
犬
養
毅

・
藤
田
茂
吉

・
波
多
野
承
五
郎

・
箕
浦
勝
人

・
矢

野
文
雄

・
阿
部
泰
蔵

・
中
上
川
彦
次
郎
ら
常
議
員
ク
ラ
ス
の
有
力
者
や
門
野
幾
之
進

・
鎌
田
栄
吉

・
矢
田
績

・
尾
崎
行
雄
ら
が
、

各
結
社
の
中
心
に
あ

っ
て
主
導
し
て
い
た
。
共
存
同
衆
で
は
、
常
議
員
小
野
梓

・
岩
崎
小
二
郎
が
そ
の
創
立
者
で
あ
り
、
他
に
慶

應
義
塾
出
身
の
常
議
員
馬
場
辰
猪
、
そ
し
て
江
木
高
遠
も
幹
部
で
あ

っ
た
。
隈
鳴
社
で
は
、
交
詢
社
の
創
立
事
務
を
手
伝

っ
た
草

間
時
福
や
益
田
孝
の
弟
で
あ
る
益
田
克
徳
が
慶
應
義
塾
出
身
で
、
や
は
り
幹
部
で
あ

っ
た
。
国
友
会
で
は
馬
場
が
中
心
人
物

の

一

人
で
あ

っ
た
。
全
体
と
し
て
み
る
と
、
各
結
社
の
多
く
の
枢
要
な
人
物
が
交
詢
社
員
で
あ

っ
た
、
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
な
お
、

嘆
鳴
社
に
つ
い
て
は
逆
に
、
社
長
の
沼
間
守

一
を
始
め
島
田
三
郎

・
肥
塚
竜

・
青
木
匡
と
い
っ
た

『東
京
横
浜
毎

日
新
聞
』
系

の

領
袖
た
ち
が
そ
ろ
っ
て
交
詢
社
に
入
社
し
て
い
な
い
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
彼
ら
が
慶
應
義
塾
出
身

で
は
な
か

っ
た

こ
と
も
あ
る
が
、
交
詢
社
の
矢
野
文
雄

・
藤
田
茂
吉
ら

『郵
便
報
知
新
聞
』
系

へ
の
対
抗
意
識
か
ら
で
あ

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
ち

な
み
に

『東
京
横
浜
毎
日
新
聞
』
は
交
詢
社
の
結
成
を

一
言
も
報
じ
て
い
な
い
。
立
憲
改
進
党

へ
の
合
流
後
の
両
派
の
対
立
を
知

る
だ
け
に
、
交
詢
社

へ
の
未
入
社
は
興
味
深
い
も
の
が
あ
る
。

 
以
上
、
多
く
の
交
詢
社
員
が
慶
應
義
塾
系
結
社
を
中
心
に
東
京
の
主
要
民
権
結
社
に
参
加
し
、
ま
た
そ
の
多
く

が
中
心
的
位
置

110



を
占
め
た
り
、
幹
部
で
あ

っ
た
。
東
京
の
自
由
民
権
運
動
に
交
詢
社
員
が
果
た
し
た
役
割
は
大
き
か

っ
た
と
い
え

よ
う
。
も
ち
ろ

ん
、
こ
の
表
以
外
に
も
慶
應
系
や
そ
の
他
の
多
く
の
大
小
結
社
が
あ
り
、
そ
こ
に
も
少
な
か
ら
ず
交
詢
社
員
は
み
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
を
含
め
る
と
東
京
の
民
権
結
社
全
体
と
の
関
わ
り
は
よ
り
大
き
く
深
い
も
の
が
あ

っ
た
。
そ
れ
を
さ
ら
に
全
国
の
民
権
結
社
に

ま
で
拡
大
す
る
な
ら
、
交
詢
社
員
の
関
わ
り
は
巨
大
な
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

二
 
交
詢
社
社
則

・
副
規
則
と
都
市
民
権
結
社
社
則

交詢社 と自由民権運動

 
交
詢
社
員
と
民
権
結
社
に
深

い
関
係
性
が
あ

っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
交
詢
社
が
民
権
結
社
か
ら
性
格
自
体
に
影
響
を
受
け
た
可
能

性
も
十
分
に
あ
る
で
あ
ろ
う
。
交
詢
社
の
結
社
と
し
て
の
基
本
的
性
格
は
、
「交
詢
社
社
則
」
お
よ
び

「副
規
則
」
に
端
的
に
示

さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
『交
詢
雑
誌
』
第

一
号

(八
○
年
二
月
五
日
付
)
の
「交
詢
社
創
立
事
務
委
員
報
告
」
中
「創
立
略

史
」
に
よ
れ
ば
、
社
則
は
七
九
年
九
月
二
日
の
第

一
回
創
立
準
備
会
に
お
い
て
、
小
幡
篤
次
郎

・
小
泉
信
吉

・
馬
場
辰
猪

・
阿
部

泰
蔵

・
矢
野
文
雄
を
社
則
立
案
委
員
に
選
挙
し
て
二
週
間
ほ
ど
で
草
案
を
起
草
し
、
四
回
の
審
議
を
経
て
三
〇
日
に
決
定
さ
れ
た
。

ま
た
事
務
規
定
や
会
合
規
則
で
あ
る
副
規
則
は
、

一
〇
月
二
日
に
阿
部
泰
蔵

・
矢
野
文
雄

・
馬
場
辰
猪
を
副
規
則
立
案
委
員
に
選

挙
し
て
、

一
二
月
六
日
か
ら
三
回
の
審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
た
。

 
で
は
、
そ
の
社
則

・
副
規
則
は
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
に
し
て
起
草
さ
れ
た
の
か
。
そ
の
経
緯
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
史
料
は

残
さ
れ
て
い
な
い
が
、
当
時
慶
應
義
塾
教
員
で
あ

っ
た
鎌
田
栄
吉
の
自
伝
は
、
「今
日
交
詢
社

の
規
則
位
を
つ
く
る
に
は
二
人
か

三
人
居
た
ら
直
ぐ
出
来
ま
す
が
、
そ
の
時
分
に
は
何
も
さ
う

い
ふ
手
本
が
な
い
か
ら
西
洋
の
本
な
ど
を
翻
訳
し
て
は
考

へ
て
見
る
。

さ
う
し
て
隔
晩
位
に
寄

つ
て
議
す
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
中
々
大
変
な
も

の
で
恰
も
堂
々
た
る
議
会
を
開
い
て
居
る
や
う
な

つ
も
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り
で
皆
議
論
を
し
て
居
る
」
状
態
で
あ

っ
た
と

い
い
、
『交
詢
社
百
年
史
』
も
こ
の
自
伝
を
用

い
て
い
る
。
し
か
し
、
鎌
田
自
身

は
上
記
の
社
則
立
案
委
員

・
副
規
則
立
案
委
員
の
ど
ち
ら
に
も
入

っ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
鎌
田
は
そ
の
周
辺
に
あ

っ

て
起
草
に
つ
い
て
耳
に
入
れ
て
い
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
自
伝
の
こ
の
部
分
は
自
己
の
直
接
的
体
験
を
語

っ
た
も

の
で
は
な

い
、

と
い
う
点
に
は
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

 
そ
れ
で
は
当
事
者
の
証
言
は
ど
の
よ
う

に
起
草
を
伝
え
て
い
る
の
か
。
両
規
則
の
立
案
委
員

の

一
人
で
、
起
草
当
時
文
部
省
官

吏
の
阿
部
泰
蔵
は
、
『交
詢
雑
誌
』
第
二
号

(八
○
年
二
月

一
五
日
付
)
に

「交
詢
社
役
員
選
挙
法
ノ
解
」
を
掲

げ
、
副
規
則
第

一
章

「事
務
規
定
」
第

一
款
の
役
員

・
委
員

・
会
頭
等

の
選
挙
条
項
に
つ
き
、
「何
故

二
」
各
員
は
定
数
の
う
ち

の
半
数
だ
け
を

投
票
す
る
独
特
な
も
の
で
あ
る
の
か
を

「異
シ
ミ
」
「問

フ
者
」
に
回
答
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
、
「西
洋
諸
国

ノ
代
議
政
治
」

の
弊
害
に
つ
き
詳
細
に
語
り
、
そ
れ
を
改
め
る
案
を
挙
げ
た
の
ち
、
交
詢
社
の
選
挙
法
は
そ
れ
と
も
異
な
る

「西
洋
諸
国

二
行

ハ

ル

・
選
挙
法
ト
同
シ
カ
ラ
サ
ル

一
新
法
」
を
採
用
し
た
と
誇

っ
て
い
る

(次
章
参
照
)。
直
接
起
草
に
は
触
れ
て

い
な
い
が
、
こ

の
論
説
の
内
容
か
ら
、
起
草
に
際
し
て
欧
米
の
代
議
制
度
を
参
考
に
阿
部
な
ど
を
中
心
に
、
鎌
田
の
い
う

「堂
々
た
る
議
会
を
開

い
て
居
る
や
う
な
つ
も
り
で
皆
議
論
」
し
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
と
同
時
に
、
交
詢
社
独
自

の
条
文
起
草
も
心
が
け
ら
れ
た
こ
と

が
分
か
る
。
あ
る
い
は

「
一
新
法
」
の
主
唱
者
は
、
こ
の
論
説
を
発
表
し
た
阿
部
泰
蔵
そ
の
人
で
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な

い
。
し

か
し
、
果
た
し
て

「そ
の
時
分
に
は
何
も
さ
う
い
ふ
手
本
が
な

い
」
状
態
で

「西
洋
の
本
」
に
頼
る
ば
か
り
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ

う
か
。

 
実
は
、
共
存
同
衆

・
三
田
演
説
会

・
嘆
鳴
社
と
い
っ
た
東
京
の
代
表
的
民
権
結
社
は
、
交
詢
社
の
結
成
ま
で
に
そ
れ
ぞ
れ
社
則

を
制
定
し
て
い
た
。
そ
の
社
則
は
、
啓
蒙
結
社
明
六
社
の
社
則
を
大
元
と
し

つ
つ
、
先
行
す
る
結
社
社
則
に
学
ん
で
模
倣

・
継
承

す
る
と
と
も
に
、
各
社
が
独
創
性
を
加
味
し
て
起
草

・
制
定
し
た
も
の
で
あ

っ
た
が
、
交
詢
社
の
規
則
に
つ
い
て
も
、
「西
洋

の
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本
」
を
参
照
し
た
こ
と
も
勿
論
あ

っ
た
に
せ
よ
、
先
行
し
た
こ
れ
ら
結
社
の
社
則
に
学
ん
で
い
っ
た
点
も
あ

っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
以
下
、
現
存
す
る
四
種
類
の
交
詢
社
社
則

の
最
終
版

(交
詢
社
本
)
の
条
文
か
ら
事
実
関
係
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

 

さ
て
、
結
社

の
社
則
で
と
く
に
重
視
す
べ
き
は
、
①
結
社
の
目
的
の
規
定
、
②
入
社
条
項
、
③
対
外
的
禁
止
条
項
の
三
点
で
あ

る
。
①
は
趣
意
書
や
規
則
の
冒
頭
に
示
さ
れ
、
結
社

の
動
機

・
理
念

・
目
的
や
活
動
大
綱
を
示
す
最
も
重
要
な
部
分
で
あ
り
、
②

の
入
社
条
項
は
、
い
か
な
る
人
た
ち
を
、
い
か
な
る
条
件
で
同
志
と
し
よ
う
と
し
た
の
か
、
③
禁
止
条
項
は
政
府
と
の
関
係
に
お

い
て
い
か
な
る
範
囲
で
活
動
し
よ
う
と
し
た
の
か
を
端
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。
こ
の
四
点
に
つ
い
て
、
最
初
の
交
詢
社
社
則
と

明
六
社
お
よ
び
三
田
演
説
会

・
共
存
同
衆

・
哩
鳴
社

の
社
則
を
比
較

・
対
照
し
た
も

の
が
表

二
で
あ
る
。
先
に
挙
げ
た
立
案
委
員

は
、
小
幡
が
三
田
演
説
会
、
馬
場
が
三
田
演
説
会

・
共
存
同
衆
、
阿
部
が
三
田
演
説
会
、
矢
野
が
三
田
演
説
会

・
東
洋
議
政
会
に

参

加
し

(表

一
参
照
)、
ま
た
馬
場
は
嘆
鳴
社
の
演
説
会
に
登
壇
し
た
り
、
矢
野
も
嘆
鳴
社
結
成
直
前
の
西
南
戦
争
時
に
沼
間
守

一
・
島
田
三
郎
ら
と
東
京
で
の
連
携
の
試
み
を
持

っ
て
い
た
。
つ
ま
り
は
規
則
の
起
草
者
は
、
社
則
の
場
合
は
五
名

の
う
ち
四
名
、

副
規
則
の
場
合
は
三
名
全
員
が
三
田
演
説
会

・
共
存
同
衆

・
哩
鳴
社
に
参
加
し
て
い
た
り
、
ま
た
は
接
点
を
持

っ
て
い
た
こ
と
に

な

る
か
ら
、
そ
れ
ら
三
社
の
社
則
の
内
容
も
熟
知
し
て
い
た
り
、
あ
る
い
は
交
詢
社
で
の
起
草
に
あ
た

っ
て
目
を
通
し
た
可
能
性

は
高
い
の
で
あ
る
。

 

ま
ず
、
①
の
結
社
の
目
的
の
規
定
か
ら
み
て
い
こ
う
。
交
詢
社

の
目
的

の
後
半
部
分
は

「世
務
を
諮
詢
す
る
」

と
い
う
、
社
名

の
由
来
と
な

っ
た
独
特
な
表
現
で
あ
る
が
、
前
半
の

「互
い
に
知
識
を
交
換
」
す
る
と
い
う
部
分
は
、
明
六
社
の

ゴ異
見

(意
見
)

を
交
換
」
す
る
に
類
似
し
、
「交
換
」
と

い
う
共
通
語
が
用

い
ら
れ
て
い
る
。
共
存
同
衆
の

「知
識
を
恢
弘
」
に
す
る
、
あ
る
い

は
嘆
鳴
社
の

「平
生
の
所
見
を
交
換
」
す
る
、
も
近
い
表
現
で
、
「知
識
」
「交
換
」
と
い
う
共
通
語
が
み
ら
れ
る
。

 

次
に
②

の
入
社
条
項
で
あ
る
。
交
詢
社
は

「社
員
二
名
以
上
の
紹
介
」
に
よ
り
常
議
員
に
申
込
み
、
「同
員
衆
議
の
上
之
を
許
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表
二
 
交
詢
社
社
則
と
都
市
民
権
結
社
の
社
則

交
詢
社
社
則(一八七九年九

月)

明
六
社
制
規(一八七四年

二
月
。七五年五月改定)

三

田

演

説

会

規

則(一八七四年六月頃までに制定)

共

存

同

衆

条

例
(
一八七四年一二月。七七年七、八月改正。七八年一〇月再改正)

嘆
鳴
社
社
則(一八七八年一

〇
月)

社
員
た
る
も
の
互
い

①
我
が
国
の
教
育
を

社
友
を

会
し
互
い

に

同
志蓋

管
(
11

会
合)

同
志
孟
管
し
て
交
誼

に
知
識
を
交換

し
世

進
め

る
た

め
有
志
が

演
説
・

弁
論
の
伎
禰

し
て
務
め
て

交
際
を

を
厚
ふ
し
知
見
を
広

務
を

諮
詢
す
る

(
第

会
同
し
手
段
を
商
議

を

研
究
し
て
、

肇
ら

親
厚
に
し、

知
識
を

め
学
識
を
長
せ
ん
た

一

条)

す
る
、

ま
た
同
志
集

見聞

を
開
か
ん
(
序)

恢
弘
(
広
げ
て
大
き

め、

政
治
・

学
術
事

会
し
て
異
見
を
交
換

く

す

る
)

に

す

る

項を

討論

弁
議
し
平

結
社
目
的
の
規
定

し
知
を
広
め
識
を
明らかにする(第一

(
緒
言)

生
の

所見

を
交
換
する(趣意部分)

条)②
同
志
集
会
し
て
意

見
を
交
換
し
知
を
広

め

識
を
明
ら
か
に
す

る

(
改
定
第
一

条)

社
員
二
名
以
上
の
紹

①
社
員
一

名
に
入
社

会
員
は
集
会
の
席
で

①衆

員
一

名
の

押
印

社
員
一

名
若
し
く
は

介、

常
議
員
衆
議
の

の

旨
を
託
す、

会
で

人
を

此
会
に

薦
む
る

依
頼
書、

当
日
臨
席

二

名
の
紹
介、

投
票

上
許
す
(
第
四
条
第

入
札
し
五

分
の

三
に

の

権
あ
り、

衆
員
四

の

衆
員
の
三
分
の
二

を
為
し
多数

の
決
議

一

節)

至
れ
ば
許
す
(
第
八

分
の
三
を
以
て

其容

の

可
で
許
す
(
第
一

に
よ
り
許
す
(
第
二

条)

拒
を

決
す
(

第
五
章

一

条
)

条)

入
社
条
項

②
社
員
一

名
に
入
社の旨を託す、会で

第
一

条)

②正

員
一

名
の

手
書依頼書、会同にて

入
札
し
三

分
の
二

に

正
員
の
投
票
で
多
数
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至
れ
ば
許
す
(
改
定

を
以
て
許
す
(
改
正

第
四
条)

第
一

〇条

)

③
正
員
二
名
以
上
の

署名

せ
る

依
頼
書、

会
同
に
て
正

員
の

投

票
で
三
分
二

以
上
の

可
を
以
て

承
認
(

再

改
正

第
一

〇条

)

毎
年
の

大
会、

年
四

政
府
が
発
行
す
る
所

回
の
小
会
で
は
政
事

の
法
律
と
相
矛
盾
す

に
関
す
る

問
題
を
議

る
な
か
ら
ん
事
を
誓

対
外
的
禁
止
条
項

決
す
る
こ
と

を
得
ず

う
(

趣意

部
分)

(

副
規

則
く

七
九

年

一

二

月
頃
制
定
〉

の

第
二
章
第
十
九
款)

在

『
交
詢
社
百
年
史
』
、

『明
治

の
思
想
と
文
化

 
大
久
保
利
謙
歴
史
著
作
集

6
』

(吉
川
弘
文
館

、

一
九
八
八
)
、

『
三
田
演
説
会
資
料
』
、

『
小
野
梓
全
集
』

五
、
福
井
淳

「隈
鳴
社

の
構
造
的
研
究
」
よ
り
作
成
。
な
お
、
表
記
は
ひ
ら
が
な

に
統

一
し
た
。

す
」
で
あ
る
。
明
六
社
の
場
合
も
入
社
希
望
者
は

「
一
の
社
員
に
託
」
し
て

「其
旨
を
社
長
に
通
す
」
と
あ
る
か
ら
、
社
員
で
あ

る
紹
介
者
が

一
人
必
要
で
あ

っ
た
と
理
解
で
き
、
さ
ら
に
社
員
の
投
票
に
よ
り
五
分
の
三

(改
定
で
は
三
分
の
二
)
の
賛
成
を
条

件
と
し
た
。
三
田
演
説
会
も
、
会
員
の

「薦
む
る
の
権
」
は
紹
介
に
近
い
も
の
で
あ
り
、
衆
員
の
四
分
の
三
の
賛

成
を
必
要
と
し

た
。
以
下
、
共
存
同
衆

・
屡
鳴
社
も
構
成
員

一
、
二
人
の
紹
介
と
投
票
に
よ
る
多
数
決
で
あ

っ
た
。

つ
ま
り
、
ど

の
結
社
も
入
社

に
あ
た

っ
て
は
必
ず
社
員
の
紹
介
と
社
員
た
ち
の
大
き
な
賛
成
が
必
要
で
あ

っ
た
こ
と
で
共
通
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
入
社

に
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条
件
を
付
す
こ
と
は
、
地
域
の
民
権
結
社
に
は
ほ
と
ん
ど
み
ら
れ
ず
、

一
方
都
市
の
結
社
に
は
ほ
ぼ
共
通
し
て
み
ら
れ
る
大
き
な

特
徴
の

一
つ
で
あ

っ
た
が
、
そ
れ
は
都
市
知
識
人
の
少
数
精
鋭
主
義
と
そ
の
裏
返
し
と
し
て
の
閉
鎖
性
の
表
現
で
も
あ

っ
た
。

 
最
後
に
③
の
対
外
的
禁
止
条
項
で
あ
る
。
交
詢
社
は
副
規
則
に
お
い
て
大
会

・
小
会
で

「政
事
に
関
す
る
問
題
」
を
議
決
で
き

な
い
、
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
交
詢
社
の
性
格
を
よ
く
表
し
た
独
特
な
表
現
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
社
則
で
は
な
く
細
則
で
あ

る
副
規
則
に
盛
り
込
ん
だ
と

い
う
こ
と
と
、
あ
く
ま
で
議
決
に
限

っ
た
点
か
ら
み
て
、
社
と
し
て
は
公
的
に
政
治
的
意
思
表
明
は

し
な
い
、
と
い
う
意
味
で
あ

っ
た
こ
と
は
、
す
で
に
触
れ
た
よ
う
に
社
則
で

「演
説
討
論
ノ
私
会
」
を
定
め
て
い
る
こ
と
か
ら
明

ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
哩
鳴
社
が
法
律
と
矛
盾
し
た
活
動
11
政
府
批
判
な
ど
の
政
治
活
動
を
行
わ
な
い
と
誓
う
こ
と
と
も
、

結
社
へ
の
政
府
の
弾
圧
を
で
き
る
だ
け
避
け
よ
う
と

い
う
意
識
に
お
い
て
共
通
し
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

 
以
上
、
交
詢
社
社
則

・
副
規
則
に
示
さ
れ
た
結
社
の
目
的
の
規
定
や
入
社
条
項

・
対
外
的
禁
止
条
項
に
は
、
先
行
す
る
明
六
社

や
三
田
演
説
会

・
共
存
同
衆

・
嘆
鳴
社
の
社
則
と
の
用
語
や
意
識
の
共
通
性
が
色
濃
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
交

詢
社
も
そ
れ
ら

先
例
に
学
ぶ
と
と
も
に
、
欧
米
の
政
治
制
度
な
ど
も
参
考
に
し
た
り
批
判
し
た
り
し
つ
つ
、
独
自

の
性
格
を
加
味

し
、
規
則
を
練

り
上
げ
た
と
想
像
で
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
交
詢
社
は
構
成
員
か
ら
も
性
格
か
ら
も
、
東
京

の
知
識
人
民

権
結
社
と
様
々
に
関
係
し
、
ま
た
そ
の
影
響
を
受
け
た
結
社
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
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三
 
交
詢
社
に
お
け
る
民
権
論

『交
詢
雑
誌
』
の
国
会
議
員
選
挙
論

 
自
由
民
権
運
動
に
お
い
て
、
国
会
議
員
の
選
挙
問
題
に
つ
い
て
は
、
立
憲
改
進
党
系
で
は

一
八
七
八

(明
治

一
一
)
年
に
小
野

梓
が
細
川
潤
次
郎
に
上
呈
し
た

「国
憲
論
綱
」
(稿
本
)、
お
よ
び
そ
の
改
作
で
あ
る
大
著

『国
憲
汎
論
』
(八
二
～
八
五
年
)
、
自



交詢社 と自由民権運動

由
党
系
で
は
中
江
兆
民
の

『選
挙
人
目
ざ
ま
し
』
(九
〇
年
)
が
取
り
上
げ
て
い
る
。
と
く
に
小
野
の
選
挙
制
度

の
議
論
は
精
緻

な
も
の
が
あ
る
。

 
当
時
の
国
会
諭
が
当
面
の
華
々
し
い
国
会
開
設
要
求
論
や

一
院
制
か
二
院
制
か
と
い
う
大
き
な
形
態
論
を
中
心

に
展
開
さ
れ
て

い
た
た
め
、
比
較
的
地
味
で
し
か
も
欧
米
の
制
度
的
知
識
が
必
須
な
選
挙
制
度

の
諭
議
は
小
野
や
兆
民
以
外
で
は
ほ
と
ん
ど
扱
わ

れ
て
い
な
い
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
八
○
年
の

『交
詢
雑
誌
』
誌
面

の
政
治
的
言
説
を
検
討
す
る
と
、
中
央

・
地
域
の

交
詢
社
員
に
と

っ
て
、
こ
の
年
国
会
議
員
選
挙
法
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な

っ
て
く
る
。
従
来
交
詢

社
の
民
権
論
と
し
て
は

「私
擬
憲
法
案
」
に
多
く
の
関
心
が
寄
せ
ら
れ
て
き
た
が
、
草
創
期

の

『交
詢
雑
誌
』
に
は
そ
れ
以
外
に

も
民
権
的
論
説
が
少
な
か
ら
ず
発
表
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
な
か
で
も
、
こ
の
国
会
議
員
選
挙
論
こ
そ
は
最
も
数
が

多
く
、
ま
た
特
色
あ
る
議
論
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
交
詢
社

の
民
権
思
想
を
代
表
さ
せ
る
形
で
こ
の

国
会
議
員
選
挙
論
に
光
を
あ
て
た
い
。

 
さ
て
、
八
○
年
三
月
五
日
発
行
の

『交
詢
雑
誌
』
第
四
号
の

「雑
記
」
欄
は
、
神
戸
の
鹿
島
秀
麿

・
白
川
敏
儒

・
安
倍
誠
五
郎

か
ら

「東
京
社
員
に
質
疑
の
件
あ
り
」
と
し
て
、
五
ヵ
条
の
質
疑
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
報
じ
た
。
五
ヵ
条
と
は
、
第

一
か
ら
第
三

条
が
国
税
と
地
方
税
に
関
し
、
第
四
条
が
府
県
会
議
員
の
選
挙
法
に
関
す
る
も
の
で
、
最
後

の
第
五
条
が

「国
会
議
員
ヲ
選
挙

ス

ル
ニ
ハ
如
何
ナ
ル
選
挙
法
ヲ
可
ト
ス
ル
乎
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
同
欄
に
、
上
京
中
の
安
倍
を
催
主
に
社
則
第
五
条
第
八
節

の
規
定
に
沿

っ
て
質
疑
を
主
題
に

「演
説
ノ
私
会
」
を
開
く
と

い
う
予
告
が
な
さ
れ
、
三
月

一
二
日
付

『郵
便
報
知
新
聞
』
「告

知
」
欄
は
、
「交
詢
社
員

へ
広
告
ス
」
と
題
し
て
、
安
倍
誠
五
郎
代
理
小
幡
篤
次
郎
が
催
主
の
矢
野
文
雄

・
津
田
純

一
・
鎌
田
栄

吉
ら
に
よ
る

「演
説
」
会
開
催
を
広
告
し
、
三
月

一
四
日
、
芝
青
松
寺

に
て
約
四
〇
〇
人
の
傍
聴
人
を
集
め

て
実
施
さ
れ
た

(『郵
便
報
知
新
聞
』
三
月

一
六
日
付
府
下
雑
報
)。
そ
し
て
、
当
日
の
演
説
の
多
く
は

『交
詢
雑
誌
』
に
発
表
さ
れ
て
い
っ
た
。
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も
ち
ろ
ん
、
鹿
島
ら
の
質
疑
は
全
体
と
し
て
は
地
方
自
治

の
問
題
が
中
心
で
あ
り
、
奥
村
弘
氏
は
鹿
島
ら
が
二
月
の
第
三
回
地

方
官
会
議
を
意
識
し
、
ま
た
前
年
の
兵
庫
県
議
会
で
の
地
方
税
問
題
が
第

一
か
ら
第
三
条

の
背
景
に
あ

っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
た
だ
し
第
五
条
に
関
し
て
は
、
鹿
島
と
白
川
は
同
年
二
月

一
七
日
に
民
権
派
政
論
新
聞

『神
戸
新
報
』
を
発
行
す
る
な
ど
、

神
戸
の
民
権
運
動
の

一
中
心
に
位
置
す
る
人
物
た
ち
で
あ
り
、
ま
た
鹿
島
と
安
部
は
翌
八

一
年
七
月
の
兵
庫
県
憲
法
講
習
会
に
よ

る
私
擬
憲
法

「国
憲
私
考
」
起
草
に
あ
た

っ
て
修
正
に
関
与
す
る

な
ど
、
三
人
は
揃

っ
て
少
壮
民
権
家
で
も
あ

っ
た
か
ら
、
第

五
条
は
明
ら
か
に
民
権
運
動
か
ら
の
関
心
に
よ
る
も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

 
し
か
し
、
こ
の
国
会
議
員
選
挙
法
の
問
題
は
、
交
詢
社
に
お
い
て
は
地
域
か
ら
の
み
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
は
な

い
。
な
ぜ
な
ら

前
章
で
触
れ
た
よ
う
に
、
七
九
年
の
交
詢
社

の
副
規
則
起
草
に
あ
た
り
、
阿
部
泰
蔵
ら
が

「
西
洋
諸
国
ノ
代
議
政
治
」
に
お
け
る

選
挙
制
度
の
弊
害
を
論
じ
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の

「交
詢
社
役
員
選
挙
法
ノ
解
」
か
ら
想
像
さ
れ
る
か
ら
で
、
し
か
も
こ
の
阿
部

の
論
説
自
体
、
鹿
島
ら
の
質
疑
よ
り
も
早
く

『交
詢
雑
誌
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
阿
部
は
三
田
演

説
会
な
ど
に
参

加
す
る
民
権
家
で
も
あ

っ
た

(表

一
参
照
)。
以
下
、
阿
部
を
含
め
た

『交
詢
雑
誌
』
の
諸
論
説
か
ら
、
交
詢
社

の
国
会
議
員
選

挙
論
を
検
討
し
て
み
よ
う
。

 
ま
ず
、
阿
部
泰
蔵
が

『交
詢
雑
誌
』
第
二
号

(八
○
年
二
月

一
五
日
付
)
に
発
表
し
た

「交
詢
社
役
員
選
挙
法

ノ
解
」
で
あ
る
。

阿
部
は

「西
洋
諸
国
ノ
代
議
政
治
」
は

「選
挙
法
ノ
当
ヲ
得
サ
ル
」
た
め
に

「未
タ
善
美
ヲ
尽
サ

・
ル
モ
ノ
」
で
あ
る
と
み
る
。

す
な
わ
ち
、
西
洋
諸
国
の
選
挙
法
は

「選
挙
人
各
々
選
任
ス
ヘ
キ
代
議
人
ノ
全
数
ヲ
選
挙
シ
過
半
数
ノ
投
票
ヲ
得

タ
ル
者
ヲ
以
テ

中
選
人

(当
選
人
-
筆
者
注
)
ト
ス
」
る
法
の
た
め
、
政
党
制
に
お
い
て

「寡
党

(少
数
政
党
-
筆
者
注
)
ハ
常

二
衆
党

(多
数

政
党
ー
筆
者
注
)
ノ
為
メ
ニ
制
セ
ラ
レ
テ
政
権

二
参
与
ス
ル
ヲ
得
ス
」
と

い
う
畏
る
べ
き

「衆
説

(多
数
意
見
-
筆
者
注
)
ノ
圧

制
」
が
生
じ
、
「代
議
政
治
ノ
旨
趣

二
反
ス
ル
甚
タ
シ
」
き
有
様
で
あ
る
と
い
う
。

118



交詢社 と自由民権運動

 
そ
こ
で
阿
部
は
二
つ
の
改
正
案
を
提
示
す
る
。
ま
ず

「甲
策
」
は
、
「
二
名
以
上
ノ
代
議
人
ヲ
選
挙

ス
ル
ト
キ

ハ
選
挙
人
ヲ
シ

テ
各

一
名
ヲ
投
票
セ
シ
ム
」
る
と

い
う
も
の
で
、
次
に

「乙
策
」
は
代
議
人
が

一
〇
名

で
選
挙
人
が

一
千
人
の
場
合
、
代
議
人
数

で
選
挙
人
数
を
割

っ
て
百
票
を
当
選
に
必
要
な
票
数
と
み
な
し
、
選
挙
人
は

「最
モ
代
議
人
ノ
任

二
適
セ
リ
ト
思
惟

ス
ル
被
選
人

ヲ

一
番
」
と
な
し
、
コ

番
ノ
投
票
百
ヲ
得
タ
ル
者
代
議
人
ノ
数

二
充
タ
サ
レ
ハ
ニ
番
三
番
ノ
投
票
ヲ
得
タ
ル
者

ヲ
以
テ
之
ヲ
補

フ
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
改
正
に
よ
り
各
党
が
代
議
人
を
出
せ
る
よ
う
に
な

っ
て
、
「代
議
政
治
ノ
真
旨

二
合
フ
」

と
主
張
し
た
。

 
し
か
し
阿
部
は
、
交
詢
社
の
場
合
は
通
常
の
選
挙
で
は
商
業
や
工
業
な
ど
同
じ
職
種

の
「識
ル
所
ノ
人
」
を
選
挙
し
て
、
「知
識

交
換
世
務
諮
詢
ノ
道
塞
塞
ス
ル
ノ
弊
」
が
な
い
と
も
限
ら
ず
、
ま
た
甲
策
は
名
望
あ
る
社
員
に
票
が
集
中
し
た
り
、
乙
策
は
「頗

フ
ル
煩
苛
」
の
恐
れ
が
あ
る
た
め
、
別
に

=

新
法
」
を
立
て
、
「各
社
員
選
任
ス
ヘ
キ
役
員
ノ
半
数
ヲ
選
挙
シ
縦
令
ヒ
常
議
員

一
方

二
偏
ス
ル
ト
モ
半
数

二
過
ク
ル
ヲ
得
サ
ラ
シ
メ
タ
ル
」
良
策
と
し
た
と
誇

っ
た
。

 

こ
の
よ
う
な
阿
部
の
選
挙
法
の
理
解
は
、
文
部
省
時
代
の
七
四
年
に
米
国
憲
法
や
政
体
に
関
す
る
翻
訳
を
行

っ
た
り
、
七
六
年

に
文
部
大
輔
田
中
不
二
麿
に
随
行
し
て
米
国
の
諸
制
度
を
視
察
し
た
体
験
な
ど
に
基
づ
く
も
の
で
あ

っ
た
と
み
ら
れ
る
。
ま
た
阿

部
は
八

一
年
四
月
発
表

の

「私
擬
憲
法
案
」
起
草
に
も
関
与
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
憲
法
案
の

一
角
を
占
め
る
選
挙
法
に
早
く
か

ら
関
心
を
抱

い
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

い
つ
れ
に
せ
よ
、
交
詢
社
の
社
則
問
題
を
テ
ー

マ
と
し
つ
つ
、
欧
米

の
代
議
政
治

の
問

題
点
を
選
挙
制
度
か
ら
批
判
し
方
向
性
を
示
し
た
点
は
、
国
会
開
設
後
ま
で
を
に
ら
ん
だ
着
実
な
民
権
論
と
し
て
注
目
に
値
す
る
。

た
だ
し
、
「私
擬
憲
法
案
」
に
は
、
こ
う
し
た
意
見
が
反
映
さ
れ
た
形
跡
は
な
い
。

 
な
お
阿
部
の
関
心
は
、
こ
う
し
た
下
院
の
選
挙
法
の
み
な
ら
ず
、
上
院
の
選
挙
法
に
も
注
が
れ
、
や
や
遅
れ
て

『交
詢
雑
誌
』

第
二
七
号

(八
○
年

一
〇
月
二
五
日
付
)
に

「上
議
院
諭
」
を
発
表
し
て
い
る
。
阿
部
は
、
英
国
の
貴
族
院
や
米
国
の
元
老
院
は
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「我
国
ノ
現
状

二
適
セ
サ
ル
者
」
と
斥
け
る
。
な
ぜ
な
ら
、
貴
族
が
世
襲
す
る
上
院
は
「久
シ
カ
ラ
ス
シ
テ
委
靡
不
振

二
至
ル
ハ
必

定
」
で
あ
り
、

一
方
米
国
の
元
老
院
は
諸
州
均
衡
の
た
め
の
特
別
な
制
度
で
あ
る
と

い
う
。
そ
こ
で
、
日
本
に
お

い
て
は
下
院
の

議
員
の
政
治
的
経
験
が
乏
し
い
と
い
う

「短
所
ヲ
補
フ
」
た
め
に
上
院
を
立
て
、
「才
智
経
験

二
富
ム
ノ
士
」
を
得
る
た
め
、
各

府
県
会
で
選
ん
だ
議
員
に
さ
ら
に

「退
職
シ
タ
ル
勅
任
官
」
を
加
え
る
こ
と
を
提
案
し
た
。

 

こ
う
し
た
阿
部

の
意
見
は
、
交
詢
社

「私
擬
憲
法
案
」
の
起
草
と
連
動
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
実
際
に
私
擬
憲
法
案
に
も

元
老
院
に

「嘗
テ
重
要
ノ
官

二
在
リ
シ
者
」
を
選
ぶ
と
い
う
似
通

っ
た
内
容
の
条
文

(第
三
章
第
二
〇
条
)
が
み
え

る
。
し
か
し
、

類
似
し
た
表
現
は
元
老
院
起
草
の

「日
本
国
憲
按
」
な
ど
に
も
早
く
か
ら
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
阿
部
の
主
張
に
よ
る
採

用
か
は
断
定
は
難
し
い
。

 

さ
て
、
鹿
島
ら
の
質
疑
に
答
え
る
演
説
に
移
る
。
最
初
に
発
表
さ
れ
た
の
が
津
田
純

一
に
よ
る

『交
詢
雑
誌
』
第
八
号

(八
○

年
四
月

一
五
日
付
)
の

「在
神
戸
社
員
国
会
議
員
選
挙
法
ノ
問

二
答
フ
ル
演
説
」
で
あ
る
。
津
田
は
主
に
教
育
畑

で
活
躍
し
、
三

田
演
説
会
な
ど
で
活
動
し
た
民
権
家
で
も
あ

っ
た

(表

一
参
照
)
。
津
田
は

「諸
大
家
ノ
論
述
シ
タ
ル
選
挙
法
」
を
三
つ
挙
げ
て

い
る
。
そ
の

「第

一
法
」
は
、
各
選
挙
者
は

「選
挙
ス
ヘ
キ
議
員
ノ
全
数
ヲ
投
票
セ
シ
メ
ス
」
、
議
員
三
名
な
ら
ば
二
名
に
投
票

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「第
二
法
」
は
選
挙
者
が

「
二
票
或

ハ
数
票
ヲ

一
名
ノ
被
選
者

二
投
ス
ル
ヲ
許
ル
ス
」
と
い
う
も

の
で
あ
る
。
最
後
に

「第
三
法
」
は
、
選
挙
者
が

「最
モ
議
員
ノ
任

二
適
セ
リ
ト
思
考
ス
ル
被
選
者
ヲ

一
番
」
と
な
し
、
代
議
人

数

で
選
挙
人
数
を
割

っ
て

「
中
選
票
数
」
と
み
な
し
、
=

番
ノ
中
選
票
数
ヲ
得
タ
ル
者
議
員
ノ
全
数

二
満
タ
ザ
レ
ハ
ニ
番
三
番

ノ
中
選
票
数
ヲ
得
タ
ル
者
ヲ
以
テ
之
ヲ
補
フ
」
と
い
う
も
の
で
、
=

区
内

二
於

テ
少
数

ノ
政
党
モ
他
区
ノ
少
数

政
党
ト
其
投
票

ヲ
合
計
シ
テ
議
員

ヲ
出
ス
ヲ
得
」
る

「公
平
ノ
良
法
」
と
し
て
、
「最
モ
適
宜
ナ
ル
」
選
挙
法

で
あ
る
と
結
論
づ
け
た
。

 

ち
な
み
に
、
こ
の
津
田
の
第

一
法
は
、
前
掲
の
阿
部
の
い
う
欧
米
現
行
の
選
挙
法
で
あ
る
。
第
三
法
は
阿
部
の
乙
案
と
同
じ
も
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の
で
、
多
少
の
用
語
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
ほ
ぼ
同
文
の
箇
所
す
ら
あ
る
。
阿
部
が
代
議
政
治
と
し
て
は
少
数
政
党
が
議
席
を
得
ら

れ
る
乙
案
を
推
奨
し
た
の
と
同
様
に
、
津
田
も
同
じ
理
由
か
ら
第
三
法
を
推
し
て
い
る
。
津
田
の
特
色
は
、
阿
部
が
改
正
案
を
二

案
提
出
し
た
の
に
対
し
三
案
を
提
出
し
た
と

い
う
点
で
あ
ろ
う
。

 
次
に
発
表
さ
れ
た
の
が
、
鎌
田
栄
吉
に
よ
る

『交
詢
雑
誌
』
第

一
六
号

(同
年
七
月
五
日
付
)
の

「国
会
議
員
撰
挙
法

(神
戸

社
員
ノ
問

二
答
フ
)」
お
よ
び
第

一
八
号

(同
年
七
月
二
五
日
付
)
の

「
国
会
議
員
撰
挙
法

(第
十
六
号
ノ
続
キ
V」
で
あ
る
。
鎌

田
は
当
時
慶
應
義
塾
教
員
で
あ
り
、
の
ち
に
塾
長
、
交
詢
社
幹
事

・
初
代
理
事
長
、
文
相

・
貴
族
院
議
員
も
務
め
る
が
、
三
田
演

説
会
を
始
め
と
す
る
慶
應
系
の
結
社
で
活
動
し
た
民
権
家
で
も
あ

っ
た

(表

一
参
照
)。
鎌
田
は
、
「代
議
政
体

ハ
天
下
ノ
公
論
ヲ

以
テ
天
下
ヲ
統
治

ス
ル
所
」
で
あ
り
、
「広
ク
人
民
二
政
権
ヲ
付
与
シ
闊
国

(全
国
i
筆
者
注
)
ノ
智
徳

ヲ
集
合
」
す
る
人
民
主

権
説
を
唱
え
る
。
そ
し
て
、
代
議
政
体
を
論
ず
る
に
は

「代
議
士
撰
挙
法
ヨ
リ
重
要
ナ
ル
ハ
ナ
キ
」
と
主
張
し
、
選
挙
法
に
普
通

選
挙
と
有
限

(制
限
)
選
挙
が
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て

「制
限
ハ
皆
我
国

二
実
施
ス
可
ラ
サ
ル
コ
ト
明
ナ
リ
」
と
普
通
選
挙
を
主

張
す
る
。
鎌
田
は
普
通
選
挙
こ
そ

「善
法
」
で
あ
り

「方
今
ノ
良
法
」
と
説
く
。
し
か
し
、
「方
今
人
民
ノ
知
識
未

タ
進

マ
ス
往
々

政
権
ヲ
誤
用
ス
ル
ノ
弊
」
が
避
け
ら
れ
な

い
た
め
、
普
通
選
挙
に
複
選
法
を
併
せ
て
用
い
る
こ
と
を
提
唱
し
た
。
鎌
田
は

「国
中

ノ
男
戸
主
満
二
十

一
歳
以
上
ノ
者

ハ
悉
皆
撰
挙
権
ト
被
撰
挙
権

ヲ
併
有
」
せ
し
め
、
郡
区
を
人
民
が
国
会
議
員
選
挙
者
を
選
挙
す

る
普
通
選
挙
の
区
域
、
府
県
を
国
会
議
員
選
挙
者
が
国
会
議
員
を
選
挙
す
る
複
選
制
の
区
域
と
し
、
「普
通
撰
挙

ヲ
目
的
ト
シ
暫

ク
復
撰
法

ヲ
設
テ
其
大
成

ヲ
待

ツ
」
と
譲
歩
し
た
。
こ
の
複
選
制
の
提
唱
は
鎌
田
の
大
き
な
特
色
の

一
つ
で
あ

っ
た
。
な
お
、
鎌

田
は
女
性
の
参
政
権
に
つ
い
て
は
、
西
洋

で
も

「僅

二
学
者
ノ
議
論

二
過
キ
ス
」
と
の
べ
、
「我
国
ノ
風
俗
習
慣
」
や

「男
女
智

愚
ノ
懸
隔
」
と

い
う
理
由
か
ら
も
権
利
を
付
与
し
な
い
と
斥
け
て
い
る
。

 
次
い
で
鎌
田
は
、
代
議
士
の
選
挙
法
に
論
を
進
め
る
。
「
現
今
西
洋
諸
国
ノ
撰
挙
法
」

に
よ
れ
ば

「撰
挙
人
各

其
撰
挙
ス
ヘ
キ
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人
員
ノ
全
数

ヲ
投
票
シ
過
半
数
ノ
投
票
ヲ
得
タ
ル
モ
ノ
ヲ
当
撰
者
ト
ナ
セ
」
る
法
の
た
め
、
政
党
制
に
お
い
て

「寡
党

ハ
常

二
衆

党
ノ
為

二
抑
制
」
さ
れ
て
、
「其
実
政
事

二
干
渉

ス
ル
ヲ
得
ス
」
と
の
べ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
お
い
て
も
将
来

「党
派

ヲ
樹
ツ

ル
ハ
到
底
免
カ
レ
サ
ル
所
」
で
あ
る
と
み
て
、
「衆
党
専
制
ヲ
防
ク
」
た
め
の
五
つ
の
案
を
提
示
す
る
。
「其

一
」
は
、
選
挙
人
は

「代
議
士

一
名
ヲ
限
リ
投
票
セ
シ
ム
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「其
二
」
は
、
選
挙
人
は

「代
議
士
三
名
ア
ル
ト
キ

ハ
其
二
名

ヲ
投

票
セ
シ
ム
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「其
三
」
は
、
選
挙
人
は

「代
議
士
三
名
ア
ル
ト
キ
ハ
三
個
ノ
投
票

ヲ

一
名

二
併
与
」
し
た

り
、
コ

個
ツ

・
三
名

二
分
与
ス
ル
ノ
自
由
ヲ
許
ス
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
「其
四
」
は
、
四
政
党
あ
れ
ば

「四
種
ノ
表
」
を
作

成
し
、
各
党
候
補
を
記
し
た
そ
の
表
毎
に
選
挙
人
に
投
票
さ
せ
て
、
代
議
人
数
で
選
挙
人
数
を
割

っ
て

「各
党
人
員
二
応
シ
テ
代

議
士

ヲ
出

ス
」
、
と

い
う
比
例
代
表
制
で
あ
る
。
最
後

に

「其
五
」
は
、
代
議
人
数
で
選
挙
人
数
を
割

っ
て

「中
撰
ノ
定
数
」
と

な
し
、
「代
議
士
タ
ル
ニ
最
良
ノ
人
物
ト
思
考
ス
ル
所
ノ
人
名
ヲ

一
番
」
に
記
し
、
「次
二
二
番
三
番
ト
其
好
択
ノ
順
ヲ
以
テ
数
名

ヲ
列
記
」
し
て
、

一
番
の
投
票
で
定
数
に
満
た
な
い
場
合
は
二
番
三
番
と
順
次
定
数
を
得
た
者
を
挙
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。

 
そ
し
て
鎌
田
は
、
第

一
策
か
ら
第
四
策
ま
で
は
現
行
選
挙
法
に
勝
る

「善
良
ノ
法
」
で
あ
り
、
第
五
策
は
「公
平
ノ
尤
モ
公
平

ナ
ル
モ
ノ
」
と
推
奨
し
、
「各
党
尽
ク
代
議
士

ヲ
出

ス
コ
ト
ヲ
得
ル
」

の
み
な
ら
ず
、
党
派
に
属
さ
な

い
者
も
政
治
に
参
与
す
る

こ
と
が
で
き
る
た
め
、
第
五
策
を
「最
上
良
法
」
と
し
て
「我
邦

二
施
行

ス
ル
ニ
足
ル
コ
ト
ヲ
信
ス
ル
」
と
力
説
し
た
。
そ
し
て
ま

と
め
と
し
て
、
普
通
選
挙
と
複
選
制
を
併
せ
た
も
の
に
こ
の
第
五
策
を
加
え
れ
ば
、
「撰
挙
ノ
弊
害
ナ
ル
者
尽
ク
去
リ
以
テ
代
議

政
体
ノ
本
旨

二
叶

フ
」
と
強
く
主
張
し
た
。
こ
う
し
た
複
合
的
選
挙
制
度
の
提
唱
が
鎌
田
の
も
う

一
つ
の
大
き
な
特
色
で
あ

っ
た
。

 
さ
て
、
鎌
田
の
改
正
案
の
其

一
は
、
阿
部
の
甲
案
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
其
二
の
発
想
は
、
阿
部
ら
が
定
め
た
交
詢
社
副
規
則

の

「
一
新
法
」
と
同
じ
も
の
で
あ
り
、
其
三
の
発
想
は
津
田
の
第
二
法
と
同
じ
も
の
で
あ
る
。
其
四
は
ま
さ
に
今
日
の
比
例
代
表

制
で
あ
り
、
鎌
田
の
演
説
と
本
論
説
は
お
そ
ら
く
そ
の
日
本
最
初

の
紹
介
で
あ
る
と
の
高

い
評
価
も
あ
る
。
そ
し

て
其
五
は
、
阿
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部
の
乙
案
、
津
田
の
第
三
法
と
同
じ
も
の
で
、
阿
部

・
津
田
の
案
の
酷
似
と
同
様
に
、
鎌
田
案
も
多
少

の
用
語
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、

そ
れ
ら
と
ほ
ぼ
同
文
の
箇
所
が
あ
る
。
阿
部

・
津
田
が
代
議
政
治
と
し
て
少
数
政
党
が
議
席
を
得
ら
れ
る
こ
れ
ら

の
案
を
推
奨
し

た
の
と
同
様
に
、
鎌
田
も
同
じ
理
由
を
挙
げ
、
さ
ら
に
無
所
属
候
補
も
当
選
で
き
る
制
度
と
し
て
其
五
を
強
く
推

し
た
の
で
あ
る
。

 
以
上
、
鎌
田
の
論
説
は
、
欧
米
の
選
挙
制
度
を
縦
横
に
論
じ
て
説
得
的
に
日
本
に
お
け
る
採
用
上
の
提
案
を
な

し
た
、
堂
々
た

る
民
権
論
で
あ
り
、
阿
部
や
津
田
よ
り
も
多
い
五
案
を
提
出
し
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
比
例
代
表
制
以
外
の
箇
所
に
つ
い
て

も
再
評
価
さ
れ
る
に
十
分
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
女
性
の
選
挙
権
の
否
定
は
残
念
な
箇
所
で
あ
る
。

 
こ
れ
ら
阿
部

・
津
田

・
鎌
田
案
に
は
、
推
奨
案
や
そ
の
理
由
も
含
め
て
大
き
な
共
通
性
が
確
認
で
き
る
。
阿
部

・
津
田

・
鎌
田

が
民
権
家
で
あ

っ
た
こ
と
は
す
で
に
触
れ
た
。
お
そ
ら
く
は
津
田

・
鎌
田
が
民
権
思
想
に
通
じ
て
い
た
こ
と
が
鹿
島
ら
の
質
疑

へ

の
回
答
者
と
な

っ
た
理
由
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
質
疑
の
直
後
に
、
程
度

の
差
こ
そ
あ
れ
内
容
的
に
重
な

る
、
し
か
し
ま

た
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で
も
あ
る
演
説
を
行
い
え
た
の
は
、
共
通
の
テ
キ
ス
ト
や
交
詢
社
で
の
周
到
な
議
論
の
蓄
積

が
前
提
に
あ

っ

た
こ
と
を
想
像
さ
せ
る
。

 
す
な
わ
ち
、
国
会
開
設
運
動
が
高
揚
し
つ
つ
あ

っ
た
こ
の
時
期
、
阿
部

・
津
田

・
鎌
田
ら
交
詢
社
の
民
権
派
社
員
た
ち
は
国
会

開
設
が
近

い
と

い
う
当
時
の
民
権
家
に
共
通
し
た
認
識
に
お
そ
ら
く
は
基
づ
い
て
、
小
野
梓
な
ど
と
同
様
に
い
ち
早
く
国
会
開
設

後
の
立
憲
政
治
の
在
り
方
を
構
想
し
、
政
党
政
治
の
最
良
の
方
法
を
模
索
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
れ
は
欧
米
の
制
度
に
通

じ
た
交
詢
社
員
な
ら
で
は
の
関
心
で
あ
り
、
ま
た
期
待
さ
れ
た
役
割
で
も
あ

っ
た
。
阿
部
は
い
ち
早
く
副
規
則
の
説
明
に
付
随
さ

せ
て
意
見
を
発
表
し
た
が
、
津
田

・
鎌
田
は
地
域
か
ら
の
国
会
議
員
選
挙
法
の

「諮
詢
」
を
好
機
と
し
、
演
説
の
私
会
や
地
域
と

の
回
路
で
あ
る

『交
詢
雑
誌
』
を
通
じ
て
大
き
く
全
国
に
情
報
発
信
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

 
奥
村
弘
氏
は
、
交
詢
社
が
集
会
と
雑
誌
を
通
し
て

「政
治
的
課
題
を
整
序
し
、
そ
れ
を
問
題
に
す
る
集
団
を
形
成
し
て
い
く
役
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割
」
を
果
た
し
た
と
さ
れ
る
。
た
し
か
に
、
こ
の
国
会
議
員
選
挙
法
問
題
は
、
地
域
と
都
市
知
識
人
た
る
交
詢
社
員
が
交
詢
社

の

私
会
と

『交
詢
雑
誌
』
を
通
じ
、
共
に
政
治
的
課
題
を
明
確
化
し
て
い
っ
た
好
例
で
あ
ろ
う
。

 
ち
な
み
に
、
こ
の
間
の
八
○
年
六
月
二
五
日
付

『交
詢
雑
誌
』
第

一
五
号
は
、
「政
党
ア
ル
諸
国

二
於
テ
各
政
党
其
ノ
代
議
士

候
補
ヲ
定
ム
ル
ニ
ハ
如
何
ナ
ル
法

ヲ
用
フ
ル
ヤ
」
と
い
う

「問
題
」
を
全
国
に
発
し
て
い
る
。
国
会
議
員
選
挙
法

問
題
を
よ
り
広

く
喚
起
し
よ
う
と
し
た
意
図
か
ら
の
問

い
と
考
え
ら
れ
る
が
、
地
域
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
た
の
か
は
、
誌
面
か
ら
は

明
ら
か
で
は
な
い
。
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四
 
交
詢
社
員
と
民
権
派
政
党

 

一
八
八

一

(明
治

一
四
)
年

一
〇
月
の
自
由
党
結
成
と
翌
八
二
年
四
月
の
立
憲
改
進
党
結
成
は
、
自
由
民
権
運
動
に
初
め
て
全

国
の
運
動
を
主
導
す
る
、
綱
領
を
備
え
た
恒
常
的
運
動
組
織
が
生
ま
れ
た
と

い
う
意
味
か
ら
画
期
的
で
あ

っ
た
。

 
『交
詢
雑
誌
』
は
、
自
由

・
改
進
両
党
の
結
成
に
つ
い
て
は
何
も
報
じ
て
い
な

い
が
、
東
京
の
知
識
人
民
権
結
社
と
様
々
な
関

係
を
も
ち
、
影
響
を
受
け
た
交
詢
社
か
ら
も
、
当
然
両
党
に
入
党
す
る
社
員
が
現
れ
た
。
東
京
に
居
住

(寄
留
を
含
む
)
し
た
交

詢
社
員
中
の
自
由
党
関
係
者
を
示
し
た
の
が
表
三
、
初
期
立
憲
改
進
党
関
係
者
を
示
し
た
の
が
表
四
で
あ
る
。

 
ま
ず
自
由
党
員
は
五
人
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
末
尾
の
佐
伯
剛
平

・
大
石
正
巳
は
自
由
党
解
党
後
の
入
社
で
あ
る
か
ら
、
元
自
由

党
員
の
交
詢
社
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
関
係
す
る
党
員
を
網
羅
す
る
意
味
か
ら
加
え
た
。
両
人
は

『交
詢
社

百
年
史
』
が
挙

げ
て
い
な
い
党
員
で
あ
る
。
現
役
と
い
う
な
ら
ば
三
人
と
な
る
。
後
藤
象
二
郎
を
始
め
、
馬
場
辰
猪

・
林
正
明
、
そ
し
て
大
石
は

い
ず
れ
も
交
詢
社

の
常
議
員
に
し
て
、
自
由
党
の
常
議
員
に
も
な

っ
た
。
最
高
幹
部
で
あ
る
後
藤
が
入
社
し
て
い
る
も
の
の
、
人
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数
的
に
は
き
わ
め
て
少
な
い
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
馬
場
た
ち
の
国
友
会
は
自
由
党
結
成
に
参
加
し
て
い
る
が
、
交
詢
社
の
馬

場
以
外
の
国
友
会
員
六
人

(表

一
参
照
)
は
い
ず
れ
も
入
党
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。

 
後
藤
靖
氏
は
、
全
国
的
に
交
詢
社
員
の
党
員
を
概
観
す
る
な
か
で
、
立
憲
改
進
党
員
は
驚
く
に
あ
た
ら
な
い
が
、
多
く
の
有
力

な
自
由
党
員
が
い
る
こ
と
に
注
目
し
、
「自
由
党
と
自
由
民
権
運
動
の
検
討
に
対
し
て
も
大
き
な
問
題
」
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
た
。

し
か
し
、
東
京
居
住
者
に
つ
い
て
は
、
後
藤
は
福
沢
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
、
ま
た
馬
場

・
林
は
慶
應
義
塾
出
身

で
あ
る
こ
と
か

ら
の
入
社
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

表
三
 
東
京
居
住
の
自
由
党
関
係
交
詢
社
員

氏
 
名

交
 詢

 社

自
 由

 党

職
 
 
業

入
社

退
社

役
員

入
党

脱
党

役
員

後
藤象

二
郎馬場辰猪林 正明

八
0

年  〃  〃

八
二
年
六
月

常
議
員
八
二

年～常議員八○年～常議員八○年～八一年

八
一

年
一

〇

月  〃  〃

八
二

年九

月

常
議
員
八
一

年一〇月常議員八一年～八二年幹事八一年

法
律
学
士共同社々

長

佐伯

剛
平大石正巳

八
五
年
一

月八五年六月

〃〃

八
二
年九

月

幹
事
八
「

年常議員八二
年

代
言
人

注

後
藤
靖

「
自
由
民
権
期

の
交
詢
社
名
簿
」
を

『自

由
党
員
名
簿
』

中
、
『交
詢
社
百
年
史
』
を
参
照
。

な
お
、
佐
伯

・
大
石
は
自
由
党
解
党
後

の
入
社
。

(明
治
史
料
研
究
連
絡
会
、

一
九
五
五
)
と
対
照
。

ほ
か

『自

由
党
史
』
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表
四
 
東
京
居
住
の
初
期
立
憲
改
進
党
関
係
交
詢
社
員

氏
 名

交
 詢

 社

立
 憲

改

進

党

職
 
 
業

入社

退
社

役
員

入
党

脱
党

役
員

大隈

重
信小野 梓犬養 毅藤田茂吉森下岩楠矢野文雄箕浦勝人牛場卓蔵枝元長辰奥田直之

助尾崎行雄門野幾之進

八
二

年
三

月八○年  〃  〃  〃  〃  〃  〃  〃  〃  〃  〃

常議

員
八
二

年～常議員八○年～常議員八二年～常議員八○年～常議員八一年～常議員八○年～常議員八○年～八一年、八二年～

八

二

年 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃 〃

八
四

年
一

二

月

総
理
八
二

年
～八四年掌事八二年～八四年事務委員八四年～事務委員八四年～事務委員八四年～

会
計
検
査
院
検査官報知社員報知社主幹時事新報社員報知新聞社主報知社員英学者報知社員慶応義塾教員
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金
子
錦
二

〃

八
三
年

団
々

社
員

多湖

徳
二
郎

〃

八
四
年
八
月

入
二
年

商
業

三
宅
虎太

〃

八
一

年

〃

著
訳
者
・

出

版業

沢
田
俊
三

八
一

年
一

一

月

〃

代
言
人

竹
村
良
貞

八
二

年
一

月

〃

英
学
者

南
摩
昇次

郎

八
二
年
三
月

八
三

年
一

〇

月

〃

久
代
孝
次
郎

八
二

年
四

月

〃

英
学
者

成
島
柳
北

八
○
年

八
○

年
…

二

月

〃

朝
野新

聞社

長

益
田
克
徳

八
○
年

八
一

年

〃

東
京
海
上
保険支配人

本
多
孫
四
郎

〃

〃

政
談社

員

注

後
藤
靖

「自
由
民
権
期

の
交
詢
社
名
簿
」
お
よ
び

『交
詢
雑
誌
』
雑
記
欄
を

「
立
憲
改
進
党
員
名
簿
」

(『
明
治
文
化
全
集
』
二
、

一
九

二
八
)
、

「立
憲
改
進
党
員
姓
名
」
「
立
憲
改
進
党
加
盟
人
員
」

(『
東
京
横
浜
毎

日
新
聞
』
)
と
対

照
。

ほ
か

『交
詢
社
百
年
史
』
等
を
参

照
。

な
お
、
成
島

・
益
田

・
本
多

は
交
詢
社

退
社
後

の
入
党
。

交詢社と自由民権運動

 
次
に
立
憲
改
進
党
で
あ
る
が
、
二
二
人
に
上
る
。
そ
の
う
ち
末
尾
の
成
島
柳
北

・
益
田
克
徳

・
本
多
孫
四
郎
の
三
人
は
交
詢
社

退
社
後
の
入
党
で
あ
る
か
ら
、
元
交
詢
社
員
の
改
進
党
員
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
も
関
係
す
る
党
員
を
網
羅
す
る
意
味
か

ら
加
え
た
。
こ
の
三
人
は

『交
詢
社
百
年
史
』
が
挙
げ
て
い
な
い
党
員
で
あ
る
。
現
役
と

い
う
な
ら
ば

一
九
人
と
な
る
。
な
お
、

金
子
錦
二

・
三
宅
虎
太

・
沢
田
俊
三
は

『交
詢
社
百
年
史
』
が
洩
ら
し
た
党
員
で
あ
る
。

 
交
詢
社
常
議
員
か
ら
は
総
理
の
大
隈
と
、
結
党
時
の
党
の
す
べ
て
の
文
書
の
基
礎
を
作

っ
た
、
役
員
で
あ
る
掌
事
の
小
野
梓
が

入
党
し
て
お
り
、
ま
た
大
隈
ら
の
脱
党
に
よ
る
党
分
裂
後
の
集
団
指
導
体
制
下
で
は
、
藤
田
茂
吉

・
箕
浦
勝
人

・
尾
崎
行
雄
と
い
っ
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た
交
詢
社
常
議
員
が
党
役
員
で
あ
る
事
務
委
員
に
就

い
た
。
交
詢
社
と
改
進
党

の
人
的
関
係
は
緊
密
な
も
の
が
あ

っ
た
、
と
い
え

よ
う
。
職
業
的
に
は
、
『郵
便
報
知
新
聞
』
・
『時
事
新
報
』
と

い
っ
た
慶
應
系
新
聞
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
中
心

で
あ

っ
た
こ
と

が
判
る
。

 
以
上
、
東
京
に
居
住
し
た
交
詢
社
の
民
権
派
政
党
員
と
し
て
は
、
自
由
党
は
後
藤
な
ど
最
高
幹
部
が
い
た
も
の
の
人
数
は
き
わ

め
て
少
な
か

っ
た
。

一
方
、
立
憲
改
進
党
員
は
人
数
も
圧
倒
的
に
多
く
、
し
か
も
総
理
や
掌
事
と

い
っ
た
要
職
を
交
詢
社
員
が
占

め
た
。
こ
の
改
進
党
と
の
関
係
は
特
筆
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
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お
わ
り

に

 
交
詢
社
は
、
常
議
員
な
ど
の
有
力
社
員
に
三
田
演
説
会
を
始
め
東
京

の
多
く
の
民
権
結
社
員
を
抱
え
、
ま
た
交
詢
社
社
則
に
は

そ
う
し
た
結
社
の
社
則
か
ら
入
社
条
項
な
ど
を
学
ん
で
模
倣

・
継
承
し
た
点
が
み
て
と
れ
た
。
思
想
面
で
は
、
民
権
論
と
し
て
鎌

田
栄
吉
ら
に
よ
る
国
会
議
員
選
挙
法
が
特
徴
的
で
、
優
れ
た
内
容
で
あ

っ
た
。
こ
の
議
論
の
過
程
か
ら
は
、
地
域
と
交
詢
社
が
力

を
併
せ
て
民
権
の
課
題
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
分
か
る
。
や
が
て
民
権
派
政
党
が
結
成
さ
れ
る
と
、
立
憲
改
進
党
を
中
心
に
有
力

社
員
が
入
党
し
、
改
進
党
で
は
総
理
ま
で
も
が
社
員
で
あ

っ
た
。

 
こ
の
よ
う
に
、
交
詢
社
と
自
由
民
権
運
動
の
関
係
に
つ
い
て
、
基
礎
的
な
問
題
の
い
く

つ
か
に
つ
い
て
明
ら
か

に
し
た
。
冒
頭

で
交
詢
社
を
政
治
を
内
包
す
る
社
交
ク
ラ
ブ
、
と
位
置
づ
け
た
が
、
そ
の
含
意

の

一
端
は
示
せ
た
か
と
思
う
。
し
か
し
史
料
面
で

は
交
詢
社
の
組
織
的
史
料
が
失
わ
れ
て
い
る
現
在
、
『交
詢
雑
誌
』
に
頼
る
検
討
に
は
限
界
が
あ
る
と
い
っ
て
よ

い
。
ま
た
、
後

藤
靖
氏
に
よ
る
労
作
の

「交
詢
社
名
簿
」
に
も
な
お
洩
れ
が
あ
る
こ
と
を
検
討
過
程
で
見
出
し
た
。
枠
組
み
と
し

て
も
、

一
八
八



○

(明
治

一
三
)
年
か
ら
入
二
年
の
東
京
で
の
局
限
さ
れ
た
動
き
か
ら
で
は
、
地
域
と
東
京

の
問
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な

「諮
詢
」

の
実
態
と
そ
の
変
化
が
と
ら
え
ら
れ
な
か

っ
た
き
ら
い
が
あ
る
。

 
今
後
本
論
を
発
展
さ
せ
る
だ
け
で
も
、
数
量
的
作
業
と
し
て
は
、
東
京
の
百
数
十
社
に
上
る
民
権
結
社
を
始
め
全
国
の
結
社
中

の
交
詢
社
員
、
ま
た
全
国
の
自
由

・
改
進
党
員
や
近
畿
地
方

の
立
憲
政
党
、
九
州
地
方
の
九
州
改
進
党
と
い
っ
た
地
方
政
党
中
の

社

員
、
さ
ら
に
は
立
憲
帝
政
党
と

い
っ
た
政
府
系
政
党
の
社
員
ま
で
も
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
思
想
的
に
は
今
回
分
析
対

象

と
し
な
か

っ
た
諸
論
説
の
検
討
や

「私
擬
憲
法
案
」
の
再
考
を
含
め
て
全
体
像
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
活
動
面
で
は
、

『交
詢
雑
誌
』
と
大
会

・
小
会
そ
し
て
私
会
な
ど
を
、
本
社
員

の
活
発
な
地
方
遊
説
や
地
方
支
社

の
活
動
な
ど
と
連
動
さ
せ
て
、

生
き
生
き
と
し
た
姿
で
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
他
、
手

つ
か
ず
の
課
題
も
多

い
が
、
と
く
に
立
憲
改
進
党
研
究
と
の

リ
ン
ク
は
必
須
と
な
ろ
う
。
本
稿
が
交
詢
社
研
究

の
重
要
性
を
知
ら
し
め
る
た
め
の

一
助
と
も
な
れ
ば
幸
い
で
あ

る
。

 
末
筆
な
が
ら
、
慶
應
義
塾
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授
の
西
沢
直
子
氏
か
ら
史
料
状
況
や
最
近
の
研
究
文
献
な
ど
に
つ
い
て
ご

教
示
を
得
た
。
記
し
て
感
謝
し
た

い
。

交詢社と自由民権運動

注(1
) 

交
詢

社

「副
規
則
」
 

(財
団
法
人
交
詢
社
編

・
刊

『
交
詢
社
百
年
史
』

一
九

八
三
年
、
所
収
)

二
九
頁
。

(2
) 

「交

詢
社
社
則
」
。
同
前
、

二
六
頁
。

(3
)

後
藤
靖

「自
由

民
権

期

の
交

詢
社

に

つ
い
て

(
一
)
」

(
『
日
本
史

研
究
』
第

一
三
三
号
、
日
本
史

研
究
会

、
七
三
年
六
月
)
、
お

よ
び
同

 
 
「自
由

民
権
期

の
交

詢
社
名
簿
」

(
『立
命
館
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
第

二
四
号
、

一
九
七
七
年
四
月
)。

(4
) 

拙
稿

「多
彩

な
結
社

の
活
動
」

(江
村

栄

一
編

『
近
代

日
本

の
軌

跡
二
 

自
由
民
権
と
明
治
憲
法
』
吉

川
弘
文
館

、

一
九
九
五
年
)

六
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七
頁
。

(5
) 

鎌

田
栄
吉

「自
伝
を
語

る
」

(鎌

田
栄
吉
先
生
伝

記
及
全
集
刊
行
会
編

・
刊

『鎌

田
栄
吉
全
集
』

第

一
巻
、

一
九
三
五
年

)

一
九
六
頁

。

(6
) 

拙
稿

「都
市
民
権
結
社

の
誕
生

と
展

開
の
メ
カ

ニ
ズ

ム
ー
東
京

の
結
社
か
ら
考
え

る
ー
」

(
『社
会
科
学

討
究

』
第

四
〇
巻
第

三
号
、
早

 

稲
田
大
学
社
会
科
学
研
究
所
、

一
九
九

五
年
三
月
)
八
-

一
五
頁
。

(7
) 

前
掲

「交
詢
社
社
則
」

二
四
-

二
九
頁
。

(8
)

前
掲

「多
彩
な
結
社

の
活
動
」 

七

三
-
七

四
頁
。

(9
) 

前
掲

「都
市
民
権
結
社

の
誕
生
と
展
開

の
メ
カ

ニ
ズ
ム
ー
東
京

の
結
社

か
ら
考
え

る
ー
」

一
〇
頁
。

(10
) 

早
稲
田
大
学
大
学
史
編
集
所
編

『小
野
梓
全
集
』
第
二
巻

(早
稲
田
大
学
出

版
部

、

一
九
七
九
年
)
四

一
三
i

四

一
九
頁
。

(11
) 

同
前
、
第

一
巻

(
一
九
七

八
年
)

二
二
五
ー

二
七

〇
頁
。

(12
) 

『中
江
兆
民
全
集
』
第

一
〇
巻

(岩
波
書
店
、

一
九
八
三
年
)
七
九
頁
-

一
二
三
頁
。

(13
) 
奥

村
弘

「
兵
庫
県

に
お
け
る
改
進
党
系
政
治
運
動

の
展
開
過
程
ー
兵
神
交
詢
支

社
を
中
心

に
ー
」

(神
戸
市
企
画
調
整
局
編

・
刊

『神

 
 
戸
市
史
紀
要
 
神
戸

の
歴
史

』
第

二
〇
号
、

一
九
九

〇
年
三
月
)

二
五
-

二
六
頁
。

(
14
) 

同
前
、

三
三
頁
。

(
15
) 

明
治
生
命
保
険
相

互
会
社

編

・
刊

『
本
邦
生
命
保
険
創
業
者
 
阿
部
泰
蔵
伝
』

(
一
九
七

一
年
)
三
〇
頁
。

(
16
) 

同
前
、

三

一
ー

五
六
頁
。

(
17
) 

同
前

、
六
九
-
七
七
頁

。

(
18
) 

家
永
三
郎

・
松
永
昌

三

・
江
村

栄

一
編

『新
編

明
治
前
期

の
憲
法
構
想
』

(福
村
出
版
、

二
〇
〇

五
年
)

二
八

二
頁
。

(
19
) 

野
村
英

一

『
慶
應
義
塾

三
田

の
政
治
家

た
ち
』

(雄
山
閣
、

一
九
九
七
年
)
六
七
ー

六
九
頁
。

(
20
)

前

掲

「
兵
庫

県
に
お
け
る
改
進

党
系

政
治
運
動

の
展
開
過
程
-

兵
神
交
詢
支
社
を
中
心

に
i

」

二
八
頁
。

(
21
) 

前
掲

「
自
由
民
権
期

の
交
詢
社
名
簿
」
九
頁

。

ユ30



交詢社 と自由民権運動

(
22
)

大
日
方
純
夫

『自
由
民
権
運
動
と
立
憲
改
進
党
』

(早
稲
田
大
学
出
版
部
、

九
九

一
年
)

五
九
頁

。
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